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概 要
本稿では環境を一つのストック変数として捉え、重複世代モデルの枠組み

において、競争的な市場取引の結果として社会的に望ましい資本蓄積および
環境の水準の組が実現可能であるかを分析する。その結果、競争的な市場取
引の結果として社会的に望ましい資本蓄積および環境の水準の組を実現する
ことは不可能であることが示される。特に、経済が動学的に非効率的である
とき、過剰な環境整備が行われる可能性が示される。本稿では更に、過剰な
環境整備を回避する為の手段について考察する。
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